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－ 78 － 
窓をぴかぴかに磨く、とにかく自分は何でもするから宿を手伝ってほしい」とお願いし、よう
やく協力を取り付けたそうだ。かくしてグリーンツーリズム里山は 7 年前の平成 16 年に無事
オープンした。しかし、宿を始めて１年も経つとミツ子さんがそのおもしろさに目覚め、お客
のもてなしや触れ合いが今はとても楽しいのだと言う。また、ミツ子さんからすると民宿施設
を始めてからの一番の変化は“利通さんの変化”であったともいう。宿を始める前はどんなに
近くに新聞があっても自分では取らない、お茶も自分では入れないタイプであった利通さんが、
自ら新聞を取り、お茶を入れる夫に「変わった」。「自分自身も強くなりました」と話を続ける
ミツ子さんの傍らで、「いや、（妻は）もともと強かったことは強かった」と利通さんが楽しそ
うに横槍を入れる様子は、宿を開いてから少しずつ新たな関係をはぐくんでこられたご夫婦の
歩みを垣間見るようでもあった。他の宿でも運営上、やはり女性の力は不可欠のようであり、
グリーンツーリズム協会の「女性会員の集い」では、ふだん主に接客、食事の準備、掃除など
を行う女性たちが集まり、時折会員の宿や施設を訪ねては互いに情報・意見交換を行っている
という。元気な女性が増えたことが、グリーンツーリズムの順風満帆の要因であり、そして結
果なのかもしれない。 
グリーンツーリズム里山でも食事はミツ子さんが作っており、この夜も新鮮なレタスと蒸し
鶏のサラダに、川で釣ってきたという鮎の塩焼き、ぜんまいの煮つけや蕗のきゃらぶき、豚や
空芯菜、しいたけ、ピーマンの焼き物、もち麦うどん（これは愛媛のもち麦でつくった地元う
どんらしい）にお櫃に入った自家製米のご飯などなど、数えきれない料理が食卓に並び、その
素朴なおいしさに驚いた。カウンター近くの棚に並んだお酒も一緒にいただきながら、よくよ
く見ると地元のお酒以外に、泊りに来た方が持ってきた酒類とのことで、県外の銘柄が並んで
いた。いろいろな人がこの宿
にやってきてはくつろぎ、リ
ピーターとなっている様子が
知れる。 
次の日、朝起きるとご主人
はすでにぶどう農園に出かけ
たとのこと、こちらにも足を
延ばしてみたいものだと思い
つつ、集合時間にせかされる
ようにミツ子さんの運転する
車で迎えのバスがやってくる
地点まで下ったのだった。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
写真：緑に囲まれた「グリーンツーリズム里山」 
